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ために取られた窮余の策ではあったが、一時はアラビア半島やアフリカ東海岸にまで到達し、
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の出会いは、1582 年にスペイン人イエズス会士が難破によって高雄の南沖合に位置する小琉
球（Liqueo Pequeno）に打ち上げられた時であった。その後、スペインが本格的に台湾に関与









デ・ロス・リオス・コロネル（Hernando de los Ríos Coronel）によって、台湾での港湾設置が
必要であるとスペイン国王に提言が出され、彼はその候補地として基隆を挙げている28)。オラ











得たスペインは、シルバが信頼を寄せるアントニオ・バルデス（Antonio Carreño de Valdés）
指揮下のスペイン遠征軍を編成する。マニラ湾に面したカビテを出港した遠征軍には、バルト
ロメ・マルティネス（Bartolomé Martínez）神父を筆頭に 6 名のドミニコ会士が乗り込んでい
た。遠征軍は台湾島に近づくと東岸に沿って北上し、台湾北東端の岬である今日の三貂角に至
り、そこをサンティアゴと命名する。しかしこの地は防衛の難しい地形であったため、遠征軍
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一方オランダであるが、1633 年 10 月、海盗劉香と組んで戦った「料羅湾の戦い」で鄭芝龍
に敗れたように、海盗の暗躍する福建海域を含め台湾周辺での支配権確立も順調ではなかった。
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今日高雄の東港から 30 分程で行けるリゾート地となっているが、当時 1000 人以上の原住民族
が痩せた土地で暮していた。そこにオランダの一方的理由によって、原住民に対する殺戮が繰
り返され原住民が島からほぼ消滅した事件が起こっている。オランダの台湾評議会がラメイ島




ウ島と呼んでいたが、『バタヴィア城日誌』によると、1633 年 11 月に始まった第 1 次侵攻で
は、「島の小屋、畑および少量の糧食を焼き、また破壊したるに過ぎず。島には一人も留まれる
者なく、我が兵の来たりし時、直ちに逃れ穴に隠れたり。」と報告されている。このように、島
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エットの指摘通りの戦況の展開となったと言えよう。1660 年、バタヴィアからの支援のないま
まに、コイエットは可能な範囲で戦いの準備を進め、バタヴィアには援軍の派遣を要請する。








の鄭成功の信書を信じて、結局ファン・デル・ラーンは翌 61 年 2 月に艦隊を率いて熟練兵と
ともにバタヴィアに帰ってしまい、タイオワンに残されたオランダ守備隊は、弱小兵力で鄭成
功の大軍に対峙せざるを得なかった。 
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てヤコブ・カーウ（Jacob Caeuw）を艦隊司令に任命し派遣する。8 月 12 日にカーウの艦隊は
台湾に到着し、食糧と弾薬を運び込み僅かな兵士を上陸させることに成功する。そしてタイオ
ワン市街を砲撃したが戦果は乏しく、結局鄭軍の艦隊に撃退されて、カーウは敵前逃亡のかた
ちで最良の船と兵士を伴ってバタヴィアに帰ってしまった。62 年 1 月末、鄭軍は三方から砲撃
                                                          
45) 林田芳雄『鄭氏台湾史 ― 鄭成功三代の興亡実紀』汲古書院、2003 年、161-2 頁 
 
今も残るゼーランディア城の城壁 










にオランダでは、この史実を題材として劇作 Antonius Hambroek, or the Siege of Formosa が
1775 年に発表されている。この劇の中では、ハンブルークがコイエットに対して、自分の身に
何があっても構わないから徹底抗戦を呼びかけるとの設定になっている。そして、ハンブルー
クの 2 人の娘が父にゼーランディア城に残るように懇願するが、妻やその他 3 人の娘等が人質
になっているとして、父は 2 人を振り切って城を後にする。記録によると、その後ハンブルー
クを始め多くのオランダ人が首を斬られ、妻子達は中国に売られていったとのことである。ハ
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